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ような、静かな心地よさを持ち合わせています。

そんな２人が表現する〈もう一つの世界〉は、現代

美術にはじめて触れる子どもたちから大人まで、

あらゆる人にも親しみやすく、想像することの楽

しさを教えてくれることでしょう。

夏休みだけに開かれる〈うたかたの扉〉の向

こうに広がる光景に、この夏、出会ってみませ

んか。

通学路とつながっているけれど、通ったこと

のない細い道。誰もいない教室。一度も

開けたことのない引き出し。〈いつも〉のとなりに

あるけれど、まだ知らないものたち。勇気を出し

て一歩先に進んでみたら、〈いつも〉とは違う何か

がみつかるかもしれない─そんな、夏休みのワ

クワクした気持ちの先には何があるのでしょうか。

夏休み企画展『dreamscape ─ うたかたの

扉』は、「日常の一歩先にある〈もう一つの世界〉」

をテーマに、大西康明と松澤有子の作品を展覧

するものです。２人はともに、展示空間全体を変

容させるようなインスタレーション作品制作を活

動の中心としています。大西は近年、ポリエチレ

ンシートという身近な素材を使い、日常のなかで

起こる目に見えない現象を可視化するかのよう

な作品を手がけています。本展では、そこから新

たな展開を見せ、時間の経過、あるいは何かの

始まりをも暗示するようなインスタレーション作

品を発表します。また松澤はこれまで、その土地

の風土や場所の性質を活かしながら、まるでそ

の場の日常的な風景自体に生命が宿ったかのよ

うな数々の非日常空間を生み出してきました。京

都芸術センターを訪れ、この土地や建物に眠っ

ている記憶、歴史が心地よくのしかかってくるの

を感じた、と言う彼女は、過去と現在を「つむぐ、

つなぐ」ことを今回制作する作品のテーマに設定

しました。

表現するもの、手法は全く異なりますが、一歩

踏み込むと空間の中いっぱいに広がるそれぞれ

の作品世界は、どちらも観る人を優しく包み込む

夏休みには、〈いつも〉とは違う何かが待っている─

夏休み企画展『dreamscape ─ うたかたの扉』では、

大西康明、松澤有子の2人の作家が表現する

「日常の一歩先にある〈もう一つの世界〉」を展覧します。

松澤有子  まつざわ・ゆうこ

シドニー大学芸術学部大学院修士課程修了。その土地の風
土や場所の性質を活かし、まるでその場に生命が宿ったか
のように非日常空間を生み出すインスタレーションを各地で
制作。「制作はいつもその土地、その空間、そこに存在する
時間や記憶に寄り添うことからはじまります。そして作品は、
そこからさらに紡いでゆこうとする過程の積極的な残像で
す」と語る。主な展覧会に、「つづく」（徳島LEDアートフェスティ

バル、2012年、2013年）、「ひかりを仰ぐ」（黄金町バザール、横浜、

2011年）、「来訪」（中之条ビエンナーレ、2011年）など。
http://yukomatsuzawa.com/

大西康明  おおにし・やすあき

2001年筑波大学芸術専門学群卒業、2004年京都市立芸
術大学大学院美術研究科修了。日常的な素材を用いなが
ら、目に見えない現象や気配をとらえて造形化させた作品
群を制作。近年は、何らかの〈かたち〉を模った半透明の
シートを黒い接着剤によって吊り下げるという手法での作
品を多く手がけてきた。国内のみならず海外でも精力的に
展覧会を行っている。主な展覧会としてグループ展『agorà 
‒Miniartextil』（Villa Olmo、イタリア、2012年）、個展『Inner 
Space』（Wifrid Israel Museum、イスラエル、2012年）、グループ
展『世界制作の方法』（国立国際美術館、2011年）、個展『体積
の裏側』（愛知県美術館、2011年）など。
http://onys.net/

夏休み企画展
『dreamscape ─ うたかたの扉』
会期： 8月3日（土）－9月16日（月・祝）10:00－20:00 
※会期中無休・入場無料

場所： ギャラリー北・南ほか
出品作家：大西康明、松澤有子

［関連企画］

公開制作
日時： 7月27日（土）、28日（日）  両日とも10:00－20:00

アーティスト・トーク
日時： 8月3日（土）14:00－16:00

ワークショップ①「なぞの植物：あったらいいなの芽」
日時： 8月4日（日）14:00－16:00
講師： 松澤有子（本展出展作家）

KAC Performing Arts Program /
Contemporary Dance × 夏休み企画展

「想像・変換・連想ゲーム
～五感で遊ぶ照明ワークショップ」
日時： 8月10日（土）14:00－16:00
講師： 木藤歩（照明家）

ワークショップ②
「結晶をつかって作ってみよう」
日時： 8月20日（火）14:00－16:00
講師： 大西康明（本展出展作家）

〈インスタレーション〉をめぐるシンポジウム
日時： 9月16日（月・祝）14:00－16:00

※詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。

祇園祭の後、７月下旬からオープンまで約２週間をか
けて、展示設営が行われます（７月27日と28日には「公開

制作」として、ギャラリー北・南でそれぞれの制作過程をご覧い

ただけます）。細部にわたり作り込まれた繊細な空間の
中で、贅沢な時間をお過ごしください。京都の夏の蒸
し暑さも、吹き飛んでしまうかも？

藤田瑞穂（アート・コーディネーター）

─うたかたの扉

松澤有子 《ひかりを仰ぐ》 （黄金町バザール、横浜、2011）

松澤有子 《ひかりを仰ぐ》 （黄金町バザール、横浜、2011）

大西康明 《森までの距離》 （Scholoss Piüschow, Piüschow、ドイツ、2011）
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です。
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）

　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください。
※各種学生料金は要証明書呈示。

展覧会

夏休み企画展
『dreamscape ─ うたかたの扉』
夏休み＝“非日常の世界への扉が開く特別な期
間”として、2人の美術作家が表現する「日常の
一歩先にある〈もう一つの世界〉」を展覧します。
会期： 8月3日（土）－9月16日（月・祝）

 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料

会場： ギャラリー北・南 ほか
出展作家：大西康明、松澤有子

［関連企画］（別途記載のあるものを除き料金無料）

公開制作
展覧会のオープンに先がけて、作品制作の様
子を公開します。
日時： 7月27日（土）、28日（日）

 両日とも10:00－20:00
  ※途中入退場自由・事前申込不要

会場： ギャラリー北・南

アーティスト・トーク
本展出展作家、大西康明と松澤有子による
ギャラリー・トーク。
日時： 8月3日（土）14:00－16:00
会場： ミーティングルーム2 ほか

ワークショップ①
「なぞの植物：あったらいいなの芽」
真っ白の葉脈の葉に思い思いに絵を描き、そ
れをふたばの形にします。そして、いろんな
場所からにょきっと芽を出してみましょう。
日時： 8月4日（日）14:00－16:00
会場： ワークショップルーム ほか
講師： 松澤有子（本展出展作家）

対象： 子どもから大人まで

KAC Performing Arts Program /
Contemporary Dance × 夏休み企画展

「想像・変換・連想ゲーム ～五感で遊ぶ照明
ワークショップ」
ゴッホの絵はどんな味？ チャイコフスキーの
曲はどんな色？ 音楽や絵を使って舞台照明
デザインの考え方を体験してみます！
日時： 8月10日（土）14:00－16:00
会場： フリースペース
講師： 木藤歩（照明家）

料金： 500円
対象： 小学生から大人まで

ワークショップ②
「結晶をつかって作ってみよう」
いろんな形のものに、雪のような結晶を発生
させてみます。どんなものができるでしょうか？
日時： 8月20日（火）14:00－16:00
会場： ワークショップルームほか
講師： 大西康明（本展出展作家）

対象： 子どもから大人まで

ワークショップの定員はそれぞれ各20
名（要事前予約・先着順）。小学校3年生以
下の児童は保護者の方同伴でご参加く
ださい（就学前児童のご参加については事前
にご相談ください）。

〈インスタレーション〉をめぐるシンポジウム
日時： 9月16日（月・祝）14:00－16:00
会場： 講堂
パネリスト：加須屋明子（京都市立芸術大学准教
授）、鞍田崇（総合地球環境学研究所特任准教授）、
原久子（大阪電気通信大学教授）、大西康明、松澤
有子（本展出展作家）ほか
※事前申込不要・入場無料

※Topic01（P1）もご覧ください。

伝統

明倫盆踊り
明倫自治連合会と共に「明倫盆踊り」を開催し
ます。ぜひご家族やご友人と共に浴衣を着て、

「明倫盆踊り」に遊びに来てください。浴衣
の着付けサービスもあります。
日時： 8月3日（土）18:00－20:00 
会場： グラウンド
料金： 無料（事前申込不要）

主催： 明倫自治連合会、京都芸術センター

夏休み能楽体験教室―発表会－
能楽の囃子と仕舞を学んだ子ども達の成果
発表会です。講師による半能「高砂」や仕舞も
あわせてご覧いただきます。
日時： 8月8日（木）開演10:30（12:00終演予定）

会場： 大江能楽堂（中京区押小路通柳馬場東入）

出演： 夏休み能楽体験教室受講生、大江又
三郎、河村晴久、片山伸吾、田茂井廣道、

宮本茂樹、杉浦豊彦、吉田篤史、橋本
忠樹、河村和貴、大江泰正、廣田幸稔、
宇髙竜成、宇髙徳成、山田夏樹、小林
努、有松遼一、森田保美、曽和尚靖、
石井保彦、前川光範

料金： 無料（事前申込不要）

トラディショナル・シアター・トレーニング
（T.T.T.）2013発表会
能・狂言・日本舞踊コースに分かれて学ぶ3週
間の集中トレーニングを経た国内外の受講生
による成果発表会。
日時： 8月9日（金）開場16:00 開演16:30
会場： 大江能楽堂（中京区押小路通柳馬場東入）

出演： T.T.T.2013受講生、片山伸吾、田茂井
廣道、大江信行、茂山あきら、丸石
やすし、茂山童司、若柳弥生、久田陽
春子、高橋奈王子

料金： 無料（事前申込不要）
※Topic02（P4）もご覧ください。

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第二回
装束・面を知る～虫干しツアー～
月一度は古典芸能に触れてみようというシリー
ズ。今回は、最も暑い時期に、能楽の衣装や
面、道具に風を通す「虫干し」をレクチャー付で
見学します。京都の風物詩の一つでもある「虫
干し」、間近で装束や面をみるチャンスです！
日時： 8月14日（水）13:00－15:30
会場： 河村能舞台（上京区）

 茂山千五郎家（上京区）

講師： 河村晴道（観世流シテ方能楽師）

 茂山正邦（大蔵流狂言師）

料金： 無料（事前申込不要）

定員： 20名
※必ず足袋か替えの靴下をご持参ください

伝統芸能ことはじめ講座編
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第3回 《藤娘》
日時： 8月24日（土）14:00－15:30
会場： フリースペース
講師： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

料金： 無料

音楽

KAC Performing Arts Program 2013 / Music
『C

カデンツァ

ADENZA─ピアノの中の都市 vol.5』
世界的な人気を誇るジャズピアニスト・高瀬ア
キと、欧州を中心に活躍するダンサー・川口
ゆいによるデュオシリーズの日本初ツアー。
日時： 8月28日（水） 開場18:50 開演19:00
会場： 講堂
出演： 高瀬アキ、川口ゆい
照明デザイン：ファビアン・ブライシュ
料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
 学生1,500円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、チケットぴ
あ（Pコード：204-890）
※Topic03（P4）もご覧ください。

明倫レコード倶楽部 其ノ48
「ビートルズができあがるまで」
日時： 8月31日（土）18:30－21:00
会場： 講堂
曲目： ビートルズ「抱きしめたい」 他
講師： いしいしんじ
料金： 500円（ドリンク付）

ダンス

KAC Performing Arts Program 
2013 / Contemporary Dance

「光の触りかた研究会～身体であびる
照明ワークショップ」
光も音と同じ「波動」です。光の波とのいろ
いろなコンタクトの取りかたを考えるワーク
ショップ。普段舞台に立っている方もそうでな
い方も、照らしてもらうだけでなく、 ちょっと積
極的に光をあびる方法を探ってみませんか。
日時： 8月9日（金）19:00－21:00
会場： フリースペース 
講師： 木藤歩（照明家） 

料金： 500円 
定員： 20名程度
対象： 何らかの舞台活動をしている方。

ダンサーが語る 第１回 川口ゆい
さまざまなバックグラウンドを持つダンサー、振付
家をゲストに迎え、これまで担ってきたダンスの

流れから現在展開中の活動までをお聞きします。
日時： 8月29日（木）19:00－21:00　
会場： ミーティングルーム2
ゲスト：川口ゆい（ダンサー、振付家）

料金： 500円
定員： 20名

K YOTO EXPERIMENT

Baobab ワークインプログレス
ショーイング＆トーク
9月に開幕するKYOTO EXPERIMENT 京都
国際舞台芸術祭2013の公式プログラムである
ダンスカンパニーBaobab新作のショーイング
が、約10日間の滞在制作を経て開催されます。
日時：8月11日（日）開演15:00
会場：講堂
料金：無料（要予約）

定員：50名
予約・問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839（平日11:00－19:00）

　WEB：http://kyoto-ex.jp

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ（参加無料）

寺田みさこ 「ダンスワークショップ」
どなたでも参加できるダンス・ワークショップ
です。ダンス初心者の方も一緒に身体を動か
してみませんか。
日時： 8月4日（日）13:00－14:30
会場： 制作室10
定員： 12名
※動きやすい服装でご参加ください。

BRDG 「京都のランドスケープ」
京都の景色を説明することを、台本にして身
体の動きを作ります。お気に入りの場所や景
色を伝えることを「言葉→動き」に変換してみ
るワークショップ。年齢や国籍は問いません。
日時： 8月10日（土）13:00－15:00
会場： 制作室8
定員： 20名（見学のみも可）

K.I.T. 「ものづくりの場②～地中にふれる～」
創造はコミュニケーションから。一緒に身体
を動かしたり、簡単なゲームをしながら、創造
的現場への第一歩を体験してみませんか。そ
して、11月上演予定の『地中』（脚本：角ひろみ）

にも少し触れてみませんか。
（ファシリテーター：柏木俊彦）

日時： 8月24日（土）14:00－17:00
会場： 制作室1
定員： 10名
※動きやすい服装でご参加ください。

京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」
いつもは大人数で演奏会をするオーケストラ
ですが、今回のワークショップでは、少人数
のアンサンブルをお届けします。身近に生演
奏を感じていただけます。
日時： 9月1日（日）13:00－14:00
会場： 制作室12
定員： 20名

共催事業

月暦七夕 サイエンス・カフェ
西暦2013年8月13日は月暦（旧暦）で7月7日。
本来の七夕です。このサイエンス・カフェで
は、幾何学や数学にまつわるワークショップ
や講義を開催し、「月暦の七夕」当日には「お
神楽、のようなもの」を演じます。祭りのしつら
えに、古くて新しい数学を導入する試みです。
講師：日詰明男（造形作家）
日時：8月11日（日）－13日（火）

タイムテーブル：
○8月11日（日）

会場：ミーティングルーム2
13:00－15:00
［工作ワークショップ］
七夕飾り「六

むまがりなっとう

勾納豆」をつくろう
キット代：1,000円
対象：小学生以上

15:00－16:00
川根紅茶タイム

16:00－18:00　
［講義］黄金比の音楽
［音楽ワークショップ］
フィボナッチ・ケチャック

○8月12日（月）
会場：ミーティングルーム2
13:00－15:00
［工作ワークショップ］
七夕飾り「プレアデス」をつくろう
キット代：1,000円
対象：中学生以上

15:00－16:00　
川根紅茶タイム

16:00－18:00　
［講義］学校で教えてくれない、受験にも
出ない、面白数学「連分数」であそぼう

［音楽ワークショップ］
スクエア＆デルタ・ケチャック

○8月13日（火） 月暦七月七日七夕祭
会場：和室「明倫」
13:00－15:00
［工作ワークショップ］
七夕飾り「フィボナッチ風車」をつくろう
キット代：500円
対象：小学生以上

15:00ごろから　
［空想数学的辻講釈］
「宇宙の形・原子の形」

17:00－19:00
「月暦七夕フィボナッチ神楽」

※参観自由。和室「明倫」は満員の場合、入場制限する
ことがあります。

《工作ワークショップについて》
※事前申込不要。先着20名（12:30より受付開始）

《講義・音楽ワークショップについて》
対象：中学生以上
※事前申込不要。参観自由。先着順で満員にな

り次第、受付終了。

主催・問合せ：日詰明男　
　E-mail：akio@starcage.org

dots 新作パフォーマンス公演
『ALTER』
日時： 8月16日（金） 19:30
 17日（土） 15:00／19:30
 18日（日） 16:00
会場： 講堂　
料金： 一般3,000円／学生2,000円（前売、当日共）

構成・演出：桑折現
出演： 阿比留修一（セレノグラフィカ）、菊池航

（淡水）、高木貴久恵、新田あけみ
主催・問合せ：dots 
　TEL：090-9988-4838（dots）

　E-mail：dots＠dots.jp

SEE THE SOUND
～変幻する音の景色～
パーカッションアンサンブルMP4の第2回公演。
日時： 8月21日（水）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
曲目： Emanuel Séjourné “The martians 

tribes”、Mauricio Kagel “Rrrrrr.....”
ほか

料金： 一般前売2,000円
 高校生以下前売1,500円
 ※当日券はそれぞれ500円増

 親子ペア3,000円（前売のみ）

［関連ワークショップ］
なつやすみ！ 親子で楽しむボディーパーカッ
ション&打楽器体験ワークショップ
日時： 8月20日（火）14:00－15:15
会場： 講堂

参加費：500円
※0歳から大人まで楽しめるミニコンサートもあります。

お気軽にご参加ください。

主催： Ensemble MP4
後援： 関西打楽器協会、（株）こおろぎ社、

滋賀音楽振興会、アートスペースHase
TEL：090-6237-9868（畑中）

E-mail：artspace.hase@gmail.com

森悠子のプロペラ プロジェクト
～子ども音楽道場

［講座］
日時：8月24日（土）10:00－16:00

25日（日）10:00－17:00（発表会含）

会場：講堂 
料金：両日参加12,000円

1日のみ参加7,000円
［発表会］

日時：8月25日（日）開演16:00
会場：講堂
料金：無料

主催・問合せ：NPO法人音楽への道CEM・
長岡京室内アンサンブル

　TEL／FAX：075-351-5004
　WEB：http://www.musiccem.org/ 

第七回 やなみ会
「柳川三味線による地歌の会」
日時： 8月30日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 大広間
料金： 無料
主催・問合せ：やなみ会
　TEL：075-462-4067（戸波）

制作支援事業

京都芸術センター制作室にて制作された
公演・展覧会情報

劇団しようよ この胸いっぱいの朗読劇
『アンネの日記だけでは』
『アンネの日記』に着想を得て描く、9人の女
性による「わたしたちの物語」。
日時： 8月 9日（金）20:00
 10日（土）20:00
 11日（日）11:00／20:00
 12日（月）20:00
会場： KAIKA（下京区）

料金： 前売1,800円／当日2,000円
  ※その他学生料金・各種割引あり

問合せ：劇団しようよ
　TEL：090-9191-4971（制作：稲垣）

　E-mail：gkd_444@yahoo.co.jp
　WEB：http://gkd-444.net/

第317回 市民寄席
日時： 9月3日（火）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演：「二人ぐせ」 桂小鯛 

「宗論」 林家染雀
「夢八」 笑福亭学光
「藪入り」 桂福団治 （出演順）

料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、チケットぴあ（Pコー
ド：430－488）にて販売中。

第231回 市民狂言会
日時： 8月21日（水）開場13:30 開演14:00
演目： 財宝、梟

ふくろう

、いろは、濯
すす

ぎ川
がわ

出演： 茂山千五郎、あきら、千三郎 ほか
会場： 京都観世会館（左京区）

料金： 前売2,500円／当日3,000円
高校生以下500円（前売・当日共）

チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、京都観世会館、チ
ケットぴあ（Pコード：429-369）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術センターにて販売。

※チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、
サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。

　WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

わざゼミ2013 木工体験講座
「京指物から知る伝統のわざ」
伝統工芸の「わざ」を学ぶ機会を提供する

「わざゼミ」では、実習やレクチャーを通して
伝統工芸の知識や手法を習得していきます。
期間： 9月3日（火）－8日（日）

内容： 実技研修（6日間）

講師： 臼井浩明（木工作家）

受講料：一般15,000円
ユース（25歳以下）10,000円

（材料費・道具代込）

締切： 7月31日（水）〔必着〕
※その他詳細は募集要項をご覧ください。

わざゼミ2013 染色体験講座
「京鹿の子絞ワークショップ」
期間： 9月27日（金）－10月26日（土）の金・土・日
内容： 実技研修（14日間）

講師： 京鹿の子絞振興共同組合
受講料：5,000円（材料費込）

締切： 8月26日（月）〔必着〕

主催： 京鹿の子絞振興共同組合
※その他詳細は募集要項をご覧ください。

応募方法：応募用紙をウェブサイトからダウ
ンロードの上、必要事項を記入し、必要書類
とともに京都芸術センターまで送付または持
参（持参の場合は締切日の20時まで）。

平成25年度第3回ボランティア説明会
京都芸術センターの活動をさまざまなかたちで支えてくださるボランティア・スタッフを募
集しています。興味のある方はボランティア説明会にお越しください。申込はウェブサイ
ト、またはE-mail（volunteer@kac.or.jp）にて受け付けております。
日時：8月3日（土）11:00－12:30　会場：ミーティングルーム１

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業
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今回取り上げる「笑えない会」は、本来、観客から笑い

を取ることを生業とする落語家と狂言師が、あえて「笑え

ない」ことを目指すという趣向の公演である。面白くない

から「笑えない」のなら誰でもできるが、この会は「笑えな

い」けれども観客を満足させなければならないという、難

しい課題を背負っている。

この会に、茂山正邦は「粟田口」を選んだ。粟田口とは

京都市に現存する地名で、中世には刀剣の名産地であっ

たため、この地の職人が作った名刀を指す言葉となった。

「粟田口」は、粟田口が何なのか知らない大名が、言葉

巧みに「自分が粟田口である」と言う詐欺師に騙され、や

がて詐欺師に預けた刀を持ち逃げされるという内容であ

る。「末広かり」などと同様の筋書きだが、「末広かり」で

は、騙された太郎冠者が主人の果報者（金持ち）と一緒に

踊って許される結末なので、笑いと救いがある。しかし「粟

田口」では、騙された大名が舞台に取り残される。大名の

一人語りと沈黙のみで構成される時間と空間の中、大名

は騙されたことを自覚して物語が終わる。当日配布され

た小冊子によると、正邦は、この場面を演じるためだけに

「粟田口」を選んだという。この演目には笑える場面も多

いのだが、権力の虚飾を徹底的に暴く結末には西洋の古

典演劇にも似た残酷さがあり、現代社会にも通じるところ

がある。まさしく「笑えない会」にふさわしい演目である。

20時半、0時半、4時半、およそこんな時刻だったろう

か。スポットを変えながら3回ほど棚田をそぞろ歩いた。と

きたま畷
なわて

に身を横たえたりもしながら、蛙の鳴き声を聴い

たり、真似たり、集めたり。

佐久間の会には、その集まった者たちのあいだや環境

で自分を遠くにつれてゆけるような人が多い。構えが柔ら

かく、何と言うか、空気が踊りっぽい。月に1、2度行われ

るガムランとダンスとお茶の集まりもそうで［註1］、たぶん

この特質は、佐久間の踊りにつらなるものなのだと思う。

本人は踊りに入る時間を「（ラジオの）チューニング」に譬

える。自身の感覚針を環境の運動に触れ合わせてゆくこ

と。彼の踊りに向き合うと、何か細かい粒の流れがこちら

に届いては、それが体の内側で振るえることがあるが［註

2］、それもこの触診に派生する作用なのだろう。

KAPでも佐久間と蛙のあいだには、何か常ならぬこと

があったようである。終始その場に居合わせていた参加

者曰く、その機の彼らの関係は、あちらが発しているあい

だにこちらが声を差し挟むという（偽の）疎通ではなく、「こ

ちらが発してはあちらが発する」という（本当の）キャッチ

ボールだったようだ。

こんな話をすると、佐久間が亀と遊ぶ例の映像を想い

出す人もいるかもしれないが（たぶん亀とのやり取りもそうな

のだろうけれど）［註3］、ここには物を与える－貰うという実利

子どもの頃、夏の風物詩といえばテレビ番組「あなたの知らない世界」だった。

近頃は美術館・博物館で妖怪・幽霊展が始まると「そうか、もう夏か」と思う。大阪

歴史博物館では６月９日まで特別展「幽霊・妖怪画大全集」が開催された（７月27日

～9月1日まで神奈川・そごう美術館で開催予定）。

展覧会場はどことなくお化け屋敷の雰囲気。各セクションが作品をプリントし

た和調の大きな暖簾で分けられるなど、夏のムードを高める楽しいものとなって

いる。ユーモアある軽妙な見出しが目を引く解説文や建物入り口の巨大な顔ハ

メ、出品作の人気投票が「ＹＫＩ48総選挙」と題してあるなど、思わず吹き出すエン

ターテイメント性のある展覧会だ。

一方の桂よね吉の選んだ演目は「帯久」である。噺の内

容は、親切な呉服屋の和泉屋与兵衛が、同業者の帯久

に金をだまし取られたのを機に様々な不幸に見舞われる

が、最後は奉行の名裁きによって報われるというもので

ある。この噺は大岡政談をもとに作られており、笑いより

も、勧善懲悪や人情といった要素が強い。また、今日で

は使われなくなった言葉が多く登場する上、サゲが還暦

を表わす「本卦」との掛け言葉になっていて、現代人には

わかりにくい。噺の冒頭、よね吉は、数え年や節季といっ

た昔の習慣についてわかりやすく説明していく。現代人

に通じにくい噺に、真っ向から挑むことの宣言とも取れる

場面である。「帯久」は約１時間かかる演目であり、米朝

十八番の１つでもある。この時点で、聞く側である私も緊

張感に包まれる。これがよね吉氏の「笑えない」世界かも

しれないと思いつつ聞いていたが、よね吉は、途中にわ

かりやすい補足や笑いの要素を交えながら、観客を噺の

世界に取り込み、難解なサゲを難解と感じさせずにこの

演目を演じきった。

この「笑えない会」のために、正邦は実験的な演目、よ

ね吉は挑戦的な演目を選んだ。興行収益だけを目的にし

たのでは、おそらくこのような公演は成立しない。今回の

ような試みが成功したのは、出演者の技量に加え、観客

やスタッフなどの条件が揃ったからであろう。「笑えない

会」は、伝統芸能においてこのような場が存在することの

意義について、再考させられる公演であった。

の関係以上のあいだがある。それは言い換えれば、生の

損得には回収されない、すなわち「今」には回収されない、

興のあるあいだだ。そのような関係が成立するには、相対

する存在がお互いにその今の運動に先立つ過去を想い出

していなくてはならず、身体的であれ、精神的であれ、そ

こには記憶の共有が前提となる。そしてその記憶は現在

の運動を通してすでに未来へと投げ入れられている。

稜線色づく明け方にふと僕の脳裏をかすめたあ
・

れ
・

は、

たぶんそういうことだったのかと思う。KAPが多かれ少な

かれ作り上げているものは、この土地がこれから迎える

時間なのではないだろうか。この地で何年も前から住ん

でいるかもしれない蛙の鳴き振りをなぞりながら、僕らは

自身の持続を変えつつ彼らとこの地の未来に乗ってゆく

─蛙は僕らに応じながら自身の持続を変えてはこの地

の新たな声を創ってゆく。薄ら明かりとともに鳥の鳴き声

へとシンクロしていったあの最後のひとときは、まさにそう

した交感が多種多様に行われているかもしれないと直観

させる時間だった。芸術でも作品でもないけれど、KAPに

は生のしたたかなる美熱に触れるときがある。

出品作は、福岡市博物館が所蔵する日本画家で風俗研究家の吉川観方（1894

～1979）の幽霊・妖怪画コレクションを中心とする約200点である。作品は「幽霊画

の世界」「妖怪画の世界」という二つのセクションに分けられ、吉川の作品を含む

肉筆画、浮世絵版画、絵巻などに描かれた幽霊、鬼や天狗、そして多くの妖怪た

ちが一堂に会した。背筋が寒くなるような幽霊画に対して、どやどやと賑やかな

妖怪画の数々は魅力たっぷりで憎めないものばかりだ。

なんといっても展示冒頭に並ぶ肉筆幽霊画がこわい。幽霊の図像はなぜ女が

多いのか。子どもと別れたり愛する男にすげなくされたりして「出て」きてしまった

人たちが、何点もの軸の中でふわりと浮かびあがっている。江戸中期から描かれ

るようになったという幽霊画、円山応挙から円山派その他へと、足のない美人幽

霊画の様式の変遷や派生の考察も興味深い。

あきらめきれない後悔や憎悪が、かつての善き母や妻、恋人の姿を見る影もな

くする。いかに恐ろしげに、醜く描くかという絵師の探究心を感じさせるものが多

い中、吉川観方の「朝霧」は、また違った趣を感じさせる。右の目が腫れあがり髪

が抜け落ちた「お岩さん」は、朝の空気の中で鏡に向かい、小さな刷毛を握ってい

る。お歯黒を塗り紅を引いた姿は、清 し々く楽しげでもあり、こわいけれど美しくて

少し面白く、肩を抱いてあげたいような切なさが残る。対には「夕霧」と題して「お

菊さん」が描かれ、両作品は本展で日本の幽霊画の到達点と紹介されている。

そして明治維新という時代の大変革は、幽霊画にもやはり大きな影響を与え

たようだ。文明開化により日本には西洋思想がどっと流れ込む。幽霊を見ること

は「神経症」として解釈されるようになり、歌舞伎の新たな演題の中にも組み入

れられていたというのはとても面白い。人々が語り継いできた幽霊や妖怪である

が、現代人にとっての最たる恐怖の対象は、今や彼らではなくなった。しかしこう

した展覧会は人気を博し、小説やドラマにも扱われないときはない。確執の末に

もあきらめきれない強い思いを伝える幽霊に、私たちは人間の普遍的な強さや

弱さ、愛しさや醜さを見る。そしてユーモアを交えながらも人々の脅威となる妖怪

たちには、人間社会への戒めを感じる。幽霊や妖怪という超自然的なものを通し

て、いつの時代も変わらぬ「忘れてはならないこと」を今だからこそ私たちは感じ

たいのかもしれない。

あいはら すすむ／立命館大学非常勤講師、現代風俗研究会会員●ナ
イジェリア、ガーナの舞踊の特性について、デジタル記録をもとに解析
した共著論文を『立命館産業社会論集』48巻4号、49巻1号にて公表しま
した。ご一読ください。

とみた だいすけ／大阪大学大学院国際公共政策研究科稲盛財団寄附
講座特任助教 身体文化研究●両手を（お椀のような形にして）耳にかざす
と前方の音がよく聞こえますが、蛙の声を聴くときにもそれを試してみて
下さい。あまりの違いに心踊ります。

ひぐち ともこ／大阪市立東洋陶磁美術館 学芸員●子どもの夜泣きにサンバのステップが良いこと
に気付きました。夜中にでたらめ歌を歌いながら抱っこでフラフラのサンバ。親子共倒れで寝ます。

「笑えない会」という
実験場

未だ知らない持続に

忘れるなよと言う彼ら

伝統

ダンス

美術

第二回「笑えない会」（よね吉・正邦ふたり会）

6月8日（土）

京都芸術センター 講堂
演目：狂言「粟田口」、落語「帯久」

佐久間新 『カエルオールナイトピクニック（KAP）』
6月8日（土）

大阪と京都の府境にある田んぼ

特別展「幽霊・妖怪画大全集」
4月20日（土）－ 6月9日（日）

大阪歴史博物館

相原進

富田大介

樋口とも子

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

「朝露・夕霧」（部分）

吉川観方、昭和23年（1948）、紙本着色

カエルオールナイトピクニック　撮影：白石将生

撮影：上杉遥

註1：「カフェラン」＠たんぽぽの家、「からだトーク」＠大阪大学etc.
註2： とりわけ『ダンスの時間38』での上演は圧倒的だった（2012年12月

26日＠ロクソドンタブラック）。
註3： 橿原神宮での「亀ダンス」 http://kasakuman.blogspot.

jp/2013/06/blog-post_10.html

夏休み企画展 『dreamscape ─ うたかたの扉』
［関連企画］アーティスト・トーク

明倫盆踊り 夏休み能楽体験教室―発表会－ 五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第二回 装束・面を知る～虫干しツアー～

伝統芸能ことはじめ講座編
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」 第3回 《藤娘》

ダンサーが語る 第１回

KAC Performing Arts Program 2013 / Music
『CADENZA─ピアノの中の都市 vol.5』

明倫レコード倶楽部 其ノ48
「ビートルズができあがるまで」

［共催］ 第七回 やなみ会
「柳川三味線による地歌の会」

トラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）2013発表会

KAC Performing Arts Program 2013 / Contemporary Dance
「光の触りかた研究会～身体であびる照明ワークショップ」

Baobab ワークインプログレス
ショーイング＆トーク

夏休み企画展 『dreamscape ─ うたかたの扉』

E V E N T  C A L E N D A R　8 / 1 ▲ 8 / 31

図書室休室日：8月30日（金）

夏休み企画展 『dreamscape ─ うたかたの扉』
［関連企画］ワークショップ① 「なぞの植物：あったらいいなの芽」

夏休み企画展 『dreamscape ─ うたかたの扉』
［関連企画］ワークショップ② 「結晶をつかって作ってみよう」

KAC Performing Arts Program / Contemporary Dance × 夏休み企画展
「想像・変換・連想ゲーム ～五感で遊ぶ照明ワークショップ」

［明倫WS］ BRDG 「京都のランドスケープ」［明倫WS］ 寺田みさこ 「ダンスワークショップ」

［明倫WS］ K.I.T.
「ものづくりの場②～地中にふれる～」

［共催］ SEE THE SOUND ～変幻する音の景色～

［共催］ SEE THE SOUND ～変幻する音の景色～［関連ワークショップ］
なつやすみ！ 親子で楽しむボディーパーカッション&打楽器体験ワークショップ

［共催］ 月暦七夕 サイエンス・カフェ ［ワークショップ］［月暦七夕フィボナッチ神楽］

［共催］ dots 新作パフォーマンス公演 『ALTER』

［共催］ 森悠子のプロペラ プロジェクト ～子ども音楽道場

thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

fri
30

sat
31
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ムをコンセプトに、様 な々球体のイメージをダンスや

音に取り込みながらユニークな都市空間を描きだし

ます。高瀬のピアノから奏でられる奔放な旋律やリ

ズム、さらに川口のクラシックバレエを彷彿とさせる

華麗な踊りや、時に激しく足を踏みならす狂気的な

踊りが混然一体となった空間。京都芸術センターで

の公演は、7年間、2人で作品を作りあげてきたから

こそできる息の合った掛け合いを目前にするまたと

ない機会となります。高瀬と川口が作り上げる夢幻

の世界に否応なしに引きずり込まれた観客は、自力

で現実の世界に戻ることができるのでしょうか。

舞台芸術の創作・発表へのさまざまな取り組

みを通し、その可能性に挑戦していくKAC 

Performing Arts Program 2013の音楽プログラム

として初回を飾るのは、高瀬アキと川口ゆいによるパ

フォーマンス。2人は京都芸術センターの講堂に大き

な都市空間を紡ぎだし、観客をピアノとダンスで迎

え入れます。

作曲・ピアノを担当する高瀬アキは、ジャズ、即興

音楽シーンで活躍しながら国際的に高い評価を受け

ている数少ないミュージシャンのうちの一人。母の影

響で幼少期よりピアノを始めた高瀬は、大学生の頃

ジャズに興味をもち、プロとして活動を続けるうちに

アヴァンギャルドな演奏へと転身を遂げ、1987年頃

からベルリンを拠点に多彩な活動をしています。

ダンス・振り付け・舞台美術を手掛ける川口ゆい

は、6歳よりクラシックバレエ、10代半ばからジャズ、

トラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）で

は、能、狂言、日本舞踊の3コースに分かれて、

その道のプロである講師陣による3週間の集中トレー

ニングを行います。本プログラムは、舞台芸術に関心

のある国内外の研究者や表現者が受講を通して自身

の活動へ展開してもらうことを目的としています。繰り

返し習得することが大事とされる伝統芸能の世界。複

数回受講する方も少なくありません。そこで、今年も

受講する3人のリピーターにT.T.T.に臨む意気込みを

聞きました。

－3週間の集中トレーニングは肉体的にも精神的に

も苦労されたと思いますが、いかがでしたか？

William Lee（H24年狂言コース受講、日本演劇・日本文学

研究者、カナダ／以下L）：私は京都の夏の暑さに慣れ

ていなかったので、トレーニングを生活の中心にし

て、それ以外の活動は意識的に制限したり、休養の

時間を多くとったりしていました。

Patrick Cunnen（H24年能コース受講、演出家・脚本家、

イギリス／C）：先生方は、受講生の能力に応じて、教

えなければいけないことのバランスをとってくださっ

たので、3週間は短いと感じました。その間、バスや

電車は使わずいろんなところを徒歩で回るように心

がけ、足腰は徐々に鍛えられていきました。

王文萓（H21-23年能コース受講、京都大学大学院博士後期

課程在籍、台湾／以下W）：初めて受講した時が最も大

変だったのですが、「これを乗り越えたらあとは怖が

ることは何もない」と思いながらトレーニングを受け

ていました。3週間をやり抜いた後、運動神経に自信

のなかった自分でも精神を強くもつことで、やればで

きるということを実感しました。

－T.T.T.に参加して自身の活動が変化したこと、現

モダンダンスを学んできました。様々なジャンルとの

コラボレーションを重ね、音楽、空間デザインも手が

けるなど、独自の世界を展開しています。「いまベル

リンでもっとも注目すべきパフォーマーの一人」と呼

ばれ、2009年ballet-tanz誌（現Tanz）のダンサー・オ

ブ・ザ・イヤーの一人に選ばれています。

この2人のベルリン在住のアーティストの出会

いは2007年にさかのぼり、「ピアノの中の都市」シ

リーズとしてこれまでに「カノン」（2007）、「フォルテ」

（2008）、「タランテラ」（2009）、「シャコンヌ」（2011）

の四作品がドイツを中心に発表されました。ピアノを

建築的に捉える視点と2人のパフォーマンスの応酬

があたかも目の前に都市が出現したかのように感じ

させることから、「空間建築家」と評され、世界的に

高い評価を得ています。

シリーズ5作目「カデンツァ」は、秩序と即興のゲー

在につながっていることはありますか？

L：以前より日本の伝統芸能に興味があり、歴史

や理論など学術的な勉強をしていましたが、やは

り理解するためには自分で実践しなければ真の

理解は得られないということに気づきました。

C：能の言葉がとても文学的で詩情豊かな思考をも

ち、それらが全体を美しくしていることに大変興味が

あります。現在は、能のミニマルな表現の要素を取

り入れ、シテ方の面をつけた台詞のない役者が登場

する戯曲を書いています。

－今年の受講ではどのようなことを学びたいと考え

ていますか？

L：新たな狂言の演目と小舞を学ぶことで、さらに深

く狂言の様式を習得したいです。

C：私は能のお稽古を通して自己を高めていくこと

に価値を見出しています。先生方の卓越した技能を

学ぶため、今年も受講しようと思いました。

W：今年の目標は、舞台で集中力を高めることです。
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C
カデンツァ

ADENZA─ピアノの中の都市 vol.5

KAC Performing Arts Program 2013 / Music

今回、高瀬さんと川口さんは約10M×10Mのエリアを自由自

在に活用します。これは講堂の約半分の大きさ、もう半分は

客席です。それほどの大きな空間に出現する「都市」とはどの

ようなものなのか、ぜひ確かめにきてください。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

最後の晴れ舞台をとても楽しみにしているのは講師の先生方
と受講生だけでなく、スタッフも然り。あっという間に過ぎて
いく3週間のトレーニングでは、スタッフも受講者とともに歩ん
でいることを実感します。海を越えてやってくる受講生の本気
が、見ている側にも伝わってきます。ぜひ彼らの雄姿を見にき
てください。

上村絵梨子（アート・コーディネーター）

T.T.T.2012発表会より　撮影：大島拓也

photo: Falk Wenzel

トラディショナル・
シアター・トレーニング2013

「変幻自在」「大胆不敵」、そんな言葉で表される
2人のアーティストが繰り広げる即興的パフォーマンス。
この夏、京都芸術センターに一夜限りで現れる夢想空間に足を踏み入れてみませんか。

KAC Performing Arts Program 2013 / Music
『C

カデンツァ

ADENZA─ピアノの中の都市 vol.5』
日時：	8月28日（水）開場18:50 開演19:00
※イベント情報（P2）もご覧ください。

トラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）
2013発表会
日時：	8月9日（金）開場16:00 開演16:30
会場：	大江能楽堂（中京区押小路柳馬場東入）
※イベント情報（P2）もご覧ください。

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　………… 10:00－20:00

○カフェ………………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室… ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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